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三沢市のホープ！三沢市のホープ！
　11月 9 日（水）、三沢市立第一中学校の 1学年の生徒 5　11 月 9 日（水）、三沢市立第一中学校の 1学年の生徒 5
名が三沢市議会を職場訪問しました。名が三沢市議会を職場訪問しました。
　生徒の皆さんは市役所全体の様々な仕事を学んだ後、地　生徒の皆さんは市役所全体の様々な仕事を学んだ後、地
方議会制度についても詳しく学びました。方議会制度についても詳しく学びました。
　「将来は市役所で働きたい！」というなんとも頼もしい　「将来は市役所で働きたい！」というなんとも頼もしい
皆さんは、三沢市の希望の星です！皆さんは、三沢市の希望の星です！
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　　　　　　　　   商工会が提案する　現状・課題
テーマ３
物品の地元企業発注について

●中小企業の振興を市政の重要な柱として位
　置づけ、地域経済を活性化するため、次の
　条例が制定された

⇒三沢市中小企業振興条例において、地域内
の経済循環を促進することが重要であること
を規定している
　市における工事や物品の発注にあたり市内
企業の受注拡大に関する指針等を定めるべき
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【特集】商工会役員との意見交換会

　　令和４年度　　令和４年度

　  三沢市議会議員　  三沢市議会議員とと

　　三沢市商工会役員　　三沢市商工会役員とのとの意見交換会意見交換会がが開催開催されました！されました！　　

　令和 4 年 11 月 22 日、ホテルグランヒルつたやにおいて、「三沢市議会議員と三沢市商工会

役員との意見交換会」が開催されました。

　商工会の皆様から提案された４つのテーマを案件に、商工会と議会、それぞれの立場において、

三沢市をより住みよいまちにしていくために、各々が抱える思いを交換しました。

テーマ２
三沢駅前交流プラザみーくるの
多目的利用と駅周辺の環境整備について

● 2020 年 8 月にオープンした三沢駅前交流
プラザみーくるは、鉄道、バス等の交通機関
の発着が集約された三沢市の陸の玄関口
２階には多目的な利用ができるスペースも

●一方、その利用状況はごく僅かである

⇒地域を巻き込んだ施策の展開が必要

テーマ４
三沢空港駐車場の整備について

●三沢空港第２駐車場は、無料駐車場として
三沢市民はもとより、近隣市町村の事業者や
三沢基地関係者等から高評価を得ているが、
空港へのアクセスが悪いとの課題もある

●第２駐車場の整備について、重点事業要望
として県に提出しているが、整備金額は多額
で、実現には相応の時間を要する
⇒国等の補助金を見据えた全体整備計画があ
る一方で、空港から県道に戻ることなく、直
接第２駐車場に乗り入れできるよう、市費を
投じた可能な限りの整備を迅速に推し進める
必要がある

ミュージックタペストリー 令和４年７月設置
三沢高校サイエンス教室 年３回
小原流生け花　発表会 年１回

薬師地区寺子屋 （地域住民の集会）

テーマ１
堀口地区開発と「まちづくり」について

●市内に「娯楽・商業施設がない」ことに不
満を抱く声がある
行政サービスの満足度においても商業振興に
不満を感じている人が６割
⇒新たな企業や商業施設の誘致が挙げられる
●三沢市は「堀口地区の開発」を進めること
を名言しているが、一方で、中心商店街につ
いて、「どのような商店街の再興手段がある
のか、地域の皆さんと話し合わなければなら
ない」とも述べている
⇒全国的に郊外型店舗への客足の移行が加速
する中、中心商店街の衰退にさらなる拍車を
かけている。中心市街地活性化との整合性は
図られているか

〇三沢市中小企業振興条例（H27.12.21 施行）
　第 3 条（基本理念）
　　中小企業の振興は、次に掲げる基本理念にのっとり推
　進するものとする。
　⑶地域内の経済循環に努め、持続的な地域社会の構築を
　　図ること。
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三沢市商工会
　商工会とは、地域の事業者が業種に関わりなく会員となって、お
互いの事業の発展や地域の発展のために総合的な活動を行う団体。
　小規模企業施策の実施機関でもあり、小規模事業者を支援するた
めに様々な施策も実施している。
　全国で約 85 万事業者等が加入しており、加入している事業者の
割合は全国平均で 57.3％となっている。
　三沢市商工会は、昭和 35 年 8 月に発足し、今年で 63 年目。現在は、
法人会員 635 社、個人会員 552 名が加入しており、当団体の主な事
業内容は、事業者の経営指導、金融指導のほか、七夕まつり、三沢
まつりなど、各種イベントも実施している。

▲「よりよいまちづくりのた
　めに意見を交わしたい」と
　挨拶する古間木商工会長

▲「意見を聞くことは
　ありがたく、議員活
　動に役立つ」と挨拶
　する堀議長



04三沢市議会  ☎ 53-5500

【特集】中小企業振興会議委員との意見交換会
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三沢市中小企業振興会議とは三沢市中小企業振興会議とは
　三沢市では、地域経済を活性化し、豊かで暮らしやすいまちの実現に寄与するため、
中小企業の振興を市政の重要な柱として位置づけ、平成 27 年に「三沢市中小企業振
興条例」を制定しています。
　三沢市中小企業振興会議は、中小企業の振興に関する施策を調査審議するための機
関として、当該条例第 12 条に基づき設置されているものです。

１　所管事務
　（１）中小企業振興施策に係る市長の諮問を受け、審議・答申を行うこと
　（２）中小企業振興施策について、市長へ意見を述べること

２　組織　
　市長から任命された１６名以内の委員で構成（今年度は全１６名、うち公募が５名）

３　任期
　２年（令和４年４月１日から令和６年３月３１日まで）

４　活動内容
　　令和２～３年度の活動では、計 6 回の会議において、三沢市の中小企業支援に係
　る「現状整理」「課題抽出」「課題解決に向けた打ち手の検討」を行い、令和 3 年
　11 月に市長へ「提言書」という形で会議の内容を報告・中小企業支援施策の提案
　を行いました。
　　今期においては、計 7 回の会議を予定しており、前半の令和 4 年度では「中小　
　企業振興に係る現状把握と意見収集」を行い、後半の令和 5 年度では「課題抽出・
　施策検討」について主に議論し、同年 10 月に市への提言を行うこととしています。

            三沢市議会議員と
　　　              意見交換をしてみませんか？

　　三沢市議会では毎年、市民の皆様と意見交換をしています。
　　これまでも高校生の皆様や子育て世代の皆様からたくさんの思いを
　聞かせていただきました。
　　三沢市議会議員と意見交換をしてみたいという団体がありましたら、
　ぜひ三沢市議会までご連絡ください！

・変化の時代に対応で
   きる人材の育成が重
   要

・企業努力も必要だが、
   行政とひとつになっ
   ていくべき

・ＩＴ化に着手できて
   いない企業への現場
   に寄り添う、伴走型
   の助成策を

・後継者不足に対応す
   るため、人をあてが
   うマッチングなどの
   支援を

・後継者不足によ　る廃業は既に現実に起
   こっている

・特に建設業界で　は若者不足が深刻であ
   り、真剣に対策　を考える必要がある

・若者に選ばれる　会社、若者に興味を
   持ってもらえる　まちづくりが重要

中小企業が抱え      る今後の問題について
　人材育成、後継　  者不足とそれによる廃業

鹿目  寿美子　委員

西村  盛男　議員

田嶋  孝安　議員

片山  貴洋　委員

中村  至　委員

・三沢市は他自治　体に比べて少子高齢化
   が進んでいない　というデータもあるが
   それは自衛隊の　転 入によるもので、 実
   際の若者の定住　化に関しては他自治体
   と深刻さは変わ　らない、市は早急に対
   応を

令
和
４
年
度

  
三
沢
市
議
会
に
お
け
る

　
　

意
見
交
換
会
を
開
催



05 三沢市議会だより『きずな』　2023・02

【特集】中小企業振興会議委員との意見交換会

・後継者不足によ　る廃業は既に現実に起
   こっている

・特に建設業界で　は若者不足が深刻であ
   り、真剣に対策　を考える必要がある

・若者に選ばれる　会社、若者に興味を
   持ってもらえる　まちづくりが重要

中小企業が抱え      る今後の問題について
　人材育成、後継　  者不足とそれによる廃業

西村  盛男　議員

田嶋  孝安　議員

三沢市中心商店街地区について
　交通規制による影響、空き店舗の活用

雇用の場の創出について
　若者から選ばれる、より多くの職業選択肢

・中小企業に共通
   する問題は人材
   確保、若い人に
   限らずベテラン
   もほしい

・人材確保のため  
   住民を定住させ
   ることが大事

・同じ職種の間で
   協力して人材育
   成し合うことも
   手段のひとつで
   は

月舘  学　委員

遠藤  泰子　議員

奥崎  富士雄　委員

小比類巻  孝幸　議員

成田  立　委員

奥本  菜保巳　議員

舩見  昌功　議員

春日  洋子　議員

保坂  梨恵　委員

花田  仁　委員

久保  淳　委員

佐々木  卓也　議員

・三沢市の強みは交通
   インフラの充実

・住環境のよさを発信
   するべき

・若者の流出防止に高
   等教育の整備が必要

・中心商店街について、
   行政の方針を示して
   ほしい

・中心商店街にどれほ
   ど生産性があるのか

・投資しやすい環境整
   備は行政の仕事

・交通規制が解除され、
   交通量は 1.5 倍に。
   駐車場の整備、街並
   みの整備が三沢市の
   魅力づくりとなる

・他自治体では、行政
   が街づくりを進めて
   いるように思う

・企業努力も必要だが、
   子どもがいるとフル
   タイムで働くことが
   難しい

・若者が一度県外に出
   ても、将来的には三
   沢に帰ってきてもら
   えるような施策を

・商店街通りが三沢市
   の本通りだと思って
   いる。大好きな場所

・まちづくりは民間主
   導ということは理解
   しているが、行政の
   後押しも

・三沢市の交通の利便
   性を活用して雇用の
   場の確保を

・創業支援も併せて行
   うべき

・ 人口流出対策を
・働きたいと思える仕
   事を三沢市に

・行政だけでなく、企
   業側がどんどん課題
   に向き合うべき

・デジタル化により子育てや介護中も働き
   やすい三沢市になってほしい

・行政で中小企業を支える必要がある
・都会と地方では賃金の差があり、地方は
   若者には選ばれにくい

・三沢市は他自治　体に比べて少子高齢化
   が進んでいない　というデータもあるが
   それは自衛隊の　転 入によるもので、 実
   際の若者の定住　化に関しては他自治体
   と深刻さは変わ　らない、市は早急に対
   応を

・かつては商店街に三沢市の賑わいが集約
   していたが、今は各地に点在している

・「産学官金」の「学」をぜひ三沢市に入
   れるべき

・行政もプッシュ型の支援を

・交通規制が解除後、時差式信号機の設置
   等渋滞緩和のための暫定措置もある

・空き店舗のシャッターアートは明るいイ
   メージがあってよい

・娯楽施設がないのが寂しい

・中学生、高校生を対象にキャリア教育が
   必要

・まちづくりは全国的に民間主導とされて
   いる

・交通規制解除による渋滞もあり、事故の
   心配もある

・右折レーン、駐車場の整備が必要
・除排雪の対応も
・空き店舗の活用も行政に要求している

附田  久志　委員

瀬崎  雅弘　議員

・住みやすい三沢のアピールを
・創業後も含めた継続的な支援を
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令和４年第３回臨時会＆第４回定例会　概要

令
和
４
年
第
３
回 

臨
時
会

令
和
４
年
度

　
　

補
正
予
算
を
可
決

プ
レ
ミ
ア
ム
券
で

　

   

物
価
高
騰
対
策
へ

議　　案 結　果
（賛成：反対）

市民クラブ かがやき 無会派
堀
　
　
　
光
　
雄

久
保
田
　
隆
　
二

舩
　
見
　
昌
　
功

小
比
類
巻
　
孝
幸

下
　
山
　
光
　
義

佐
々
木
　
卓
　
也

加
　
澤
　
　
　
明

瀬
　
崎
　
雅
　
弘

小
比
類
巻
　
雅
彦

馬
　
場
　
騎
　
一

森
　
　
　
三
　
郎

田
　
嶋
　
孝
　
安

遠
　
藤
　
泰
　
子

西
　
村
　
盛
　
男

奥
　
本
　
菜
保
巳

澤
　
口
　
正
　
義

春
　
日
　
洋
　
子

堤
　
　
　
喜
一
郎

議案第５３号 可決（17：0）ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退出　ー…議長は表決に加わりません。
除…除斥（審議案件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない者）

令
和
４
年
第
４
回 

定
例
会

28
議
案
が
可
決
・
同
意

農
業
者
・
漁
業
者
を

　
　

   

経
済
的
に
支
援

〇…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退出　ー…議長は表決に加わりません。
除…除斥（審議案件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない者）

　

令
和
４
年
三
沢
市
議
会
第
４
回
定

例
会
が
、
12
月
５
日
か
ら
12
月
16
日

ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
は
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
行
政
運

営
上
必
要
な
条
例
の
改
正
に
係
る
議

案
が
上
程
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
、９
日
は
、
２
日
間
に
わ
た
り

７
名
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
、
13
日
は
、
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
の
た
め
、
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
日
の
本
会
議
最
終
日
に
は
、
各

委
員
会
か
ら
付
託
議
案
の
審
査
結
果

報
告
が
あ
り
、
同
日
に
本
会
議
に
お

い
て
上
程
さ
れ
た
追
加
議
案
を
含
め

た
全
29
議
案
の
う
ち
、
議
員
提
出
議

案
を
除
く
28
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
・
同
意
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

議　　案 結　果
（賛成：反対）

市民クラブ かがやき 無会派
堀
　
　
　
光
　
雄

久
保
田
　
隆
　
二

舩
　
見
　
昌
　
功

小
比
類
巻
　
孝
幸

下
　
山
　
光
　
義

佐
々
木
　
卓
　
也

加
　
澤
　
　
　
明

瀬
　
崎
　
雅
　
弘

小
比
類
巻
　
雅
彦

馬
　
場
　
騎
　
一

森
　
　
　
三
　
郎

田
　
嶋
　
孝
　
安

遠
　
藤
　
泰
　
子

西
　
村
　
盛
　
男

奥
　
本
　
菜
保
巳

澤
　
口
　
正
　
義

春
　
日
　
洋
　
子

堤
　
　
　
喜
一
郎

議案第５４号～第７７号 可決（17：0）ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第　　　　　７８号 可決（16：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議員第７９号、第８０号 可決（17：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第　　　　　８１号 同意（17：0）－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議員提出議案第　　９号 否決（5：11）－ × × × × × 除 × × × × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇

〇…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退出　ー…議長は表決に加わりません。
除…除斥（審議案件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない者）

　

令
和
４
年
10
月
31
日
、
令
和
４
年

三
沢
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
臨
時
会
に
は
、
物
価
高
騰
の
影

響
に
伴
う
市
民
へ
の
支
援
や
地
域
の

経
済
波
及
効
果
に
要
す
る
経
費
を
予

算
化
す
る
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
議
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

■議案第５３号　一般会計補正予算
　◆電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付事業
　　内　容：住民税均等割非課税世帯や予期せず家計
　　　　　　が急変した世帯へ給付金により支援
　　給付額：5 万円／世帯

◆物価高騰生活支援プレミアム券事業
　内　容：物価高騰に対する生活支援・消費喚起を
　　　　　目的として、プレミアム券を発行 (15,000
　　　　　円分を 10,000 円で販売、1 セット / 人 )



■議案第５４号　一般会計補正予算
　◆農業協同組合管理施設電気料金高騰支援助成金
　　内　容：電気料金の高騰により当該施設を利用す
　　　　　　る野菜生産農家の利用料負担の軽減を図
　　　　　　るため、農業協同組合に助成
　　助成額：840 万円（高騰分の 50％）
　◆漁船燃料費高騰支援助成金
　　内　容：燃料価格の高騰により漁業の操業の燃料
　　　　　　費負担の軽減を図るため、漁業者に助成
　　助成額：今年と過去燃料費との差額の 50％
■議案第５５号　国民健康保険特別会計補正予算
■議案第５６号　食肉処理センター特別会計補正予算
■議案第５７号　介護保険特別会計補正予算
■議案第５８号　後期高齢者医療特別会計補正予算
■議案第５９号　水道事業会計補正予算
■議案第６０号　下水道事業会計補正予算
■議案第６１号　三沢病院事業会計補正予算
　各会計における必要経費の補正
■議案第６２号　地方公務員法の一部を改正する
　　　法律に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
　地方公務員法改正に伴う所要の改正を行う
■議案第６３号
　三沢市職員の定年等に関する条例の一部改正
　職員の定年を 65 歳まで段階的に引き上げるととも
　に、地方公務員法の改正に伴う所要の改正を行う
■議案第６４号　
　三沢市特別職の職員の給料等に関する条例の一部改正
　青森県の改正に準じ、特別職の職員の期末手当の支
　給割合を改正する

令和４年第４回定例会　議案審査

07 三沢市議会だより『きずな』　2023・02

■議案第６５号　職員の給与に関する条例の一部改正
　青森県の改定に準じ、職員の給料月額等を改定する
■議案第６６号
　三沢市屋内ゲートボール場条例の一部改正
　小中学校の児童生徒の土曜日の使用料を無料にする
■議案第６７号　三沢市特定教育・保育施設及び
　特定地域型保育事業の運営並びに特定子ども・子育て支援
　施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正
　子育てのための施設等の事務負担軽減を図る
■議案第６８号
　三沢市重度心身障害者医療費助成条例の一部改正
　医療費助成対象者の住所地要件を緩和する
■議案第６９号～第７６号　定住自立圏の形成に関する
　協定の一部を変更する協定の締結（野辺地町、　七戸町、
　六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、小坂町）
　定住自立圏の連携内容に、男女共同参画社会の形成
　とデジタル化推進体制の推進を追加する
■議案第７７号～第８０号
　公の施設の指定管理者の指定
　◆いきいきデイセンター：( 福 ) 三沢市社会福祉協議会
　◆駅前広場：㈲加澤商店
　◆寺山修司記念館：㈱テラヤマワールド
　◆浜三沢地区コミュニティ集会施設：浜三沢町内会
　◆織笠地区コミュニティ集会施設：織笠町内会
■議案第８１号　教育委員会委員の任命
　教育委員に小向香織氏を任命する
■議員提出議案第９号
　公の施設 ( 駅前広場 ) の指定に対する附帯決議
　当該施設の有効利用及び指定管理者制度の運用改善
　を求める

議
案
第
54
号　

令
和
４
年
度

　

三
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

農
業
協
同
組
合
の
施
設
を
利

用
せ
ず
、
個
人
で
大
型
冷
蔵
施

設
等
を
保
有
し
て
い
る
農
業
者

に
は
助
成
さ
れ
る
の
か
？

　

農
業
協
同
組
合
に
対
す
る
電

気
料
金
の
助
成
で
あ
り
、
今
回

の
制
度
で
は
、
個
人
所
有
施
設

に
つ
い
て
は
助
成
対
象
外
で
あ

る
。

ＡＡ ＱＱ

議
案
第
63
号　
　
　
　
　
　
　

三
沢
市
職
員
の
定
年
等
に

　
　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

定
年
の
段
階
的
引
き
上
げ
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
？

　

令
和
５
年
か
ら
、
２
年
に
１

歳
引
き
上
げ
、
令
和
13
年
に
65

歳
と
な
る
。

　

２
年
に
１
度
、
退
職
者
が
居

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
年

は
職
員
の
新
た
な
採
用
が
無
い

の
か
？

　

職
員
の
新
た
な
採
用
は
、
若

者
の
雇
用
の
創
出
、
定
住
に
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
毎
年
採
用

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

ＡＡＱＱＱＱＡＡ

◎：委員長　○：副委員長

◎久保田　隆二　〇西  村　盛  男　　舩  見　昌  功　　田  嶋　孝  安
　奥本　菜保巳　　瀬  崎　雅  弘　　春  日　洋  子　　森　　三　郎

　補正予算８議案については、8 名の議員によ
る予算審査特別委員会を設置し、審査しました。
主な質疑は次のとおりです。

12 月 13 日開催

予算審査特別委員会予算審査特別委員会

◎小比類巻孝幸　〇遠  藤　泰  子　　下  山　光  義　　佐々木　卓也
　澤  口　正  義　　小比類巻雅彦　　馬  場　騎  一　　堤　　喜一郎

　条例等１９議案については、8 名の議員によ
る条例等審査特別委員会を設置し、審査しまし
た。主な質疑は次のとおりです。

12 月 13 日開催

条例等審査特別委員会条例等審査特別委員会
◎：委員長　○：副委員長
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令和４年第４回定例会　緊急質問・一般質問

※各議員の緊急質問及び一般質問は
　議員名上方の QR コードを読み取り
　YouTube で視聴することができます。

ＡＡ

ＱＱ

ＱＱ

緊 急 質 問 ・ 一 般 質 問緊 急 質 問 ・ 一 般 質 問
令和４年第４回定例会では１名の議員が緊急質問を令和４年第４回定例会では１名の議員が緊急質問を
また７名の議員が市政に対する一般質問を行いました。また７名の議員が市政に対する一般質問を行いました。

市
内
養
鶏
場
に
お
け
る
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

　

市
内
の
養
鶏
場
に
お
い
て
発

生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
そ
の
発
生

状
況
と
行
政
の
対
応
状
況
は
？

　

12
月
14
日
、
沢
山
の
鶏
が
死
ん
で
い
る
と

の
情
報
を
受
け
、
検
査
の
結
果
、
陽
性
が
判

明
し
た
と
報
告
を
受
け
た
。
市
で
は
、
防
疫

計
画
に
基
づ
く
人
員
配
置
な
ど
支
援
体
制
の

確
認
を
行
い
、
県
や
自
衛
隊
の
集
合
施
設
と

な
る
総
合
体
育
館
、
武
道
館
等
の
施
設
の
調

整
を
行
い
、
翌
15
日
、
対
策
本
部
を
設
置
し
、

県
か
ら
の
資
機
材
を
受
け
入
れ
た
。
現
地
農

場
で
は
殺
処
分
を
開
始
し
、
半
径
３
㎞
以
内

の
家
き
ん
の
移
動
を
制
限
す
る
な
ど
防
疫
措

置
も
発
動
さ
れ
、
市
も
一
刻
も
早
い
事
態
の

収
束
の
た
め
、
県
の
防
疫
活
動
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
で
き

る
よ
う
全
庁
体
制
で
進
め
て
い
る
。

　
非
常
に
規
模
が
大
き
い
が
、
今
後
の
作
業

収
束
の
見
通
し
は
？

　

県
で
作
成
し
た
作
業
計
画
で
は
、
殺
処
分

に
1
カ
月
、
埋
却
作
業
に
1
カ
月
半
、
清
掃
・

消
毒
作
業
が
半
月
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
一
部

同
時
に
行
い
、
1
カ
月
半
で
発
生
農
場
の
措

置
が
完
了
と
な
り
、
そ
の
後
、
消
毒
作
業
を

繰
り
返
し
、
21
日
後
に
制
限
区
域
を
含
め
た

防
疫
措
置
が
完
了
と
な
る
。

※
令
和
5
年
1
月
21
日
を
も
っ
て
完
了
。

小 比 類 巻 孝 幸 小 比 類 巻 孝 幸 議 員議 員

ＡＡ

久 保 田 隆 二 久 保 田 隆 二 議 員議 員

ＱＱペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議 

   

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
を
導
入

す
る
考
え
は
？　

　

当
市
の
状
況
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
活
動
を
行
っ
て
き
た
三

沢
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
調
査
、
研
究
に
基

づ
き
、
画
面
共
有
機
能
を
有
す

る
職
員
向
け
の
庁
内
ウ
ェ
ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な

ど
、
段
階
的
に
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
会
議
の
実
現
に
向
け
た
環
境

整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
導
入
し
た

庁
内
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
を
行

う
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
か
ら
現
状

は
職
員
の
み
の
使
用
に
限
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
シ
ス
テ

ム
を
よ
り
有
効
活
用
す
る
た

め
、
職
員
以
外
の
方
々
も
含
め

た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
を
行
え

る
よ
う
、
検
討
し
た
い
。

ＡＡ 投
票
済
証
の
活
用

　

投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
投
票
済
証
の
活
用
が
必
要
で

は
？

　

当
市
に
お
い
て
は
現
在
、
市

独
自
の
様
式
で
投
票
済
証
の
発

行
を
し
て
い
る
が
、
交
付
枚
数

は
、
１
回
の
選
挙
で
20
枚
程
度

と
な
っ
て
い
る
。

　

投
票
済
証
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
投
票
に
行
か
な
か
っ
た
こ

と
を
理
由
に
不
利
益
を
受
け
る

可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
、
選
挙

啓
発
運
動
と
営
利
活
動
は
分
け

て
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

選
挙
人
が
自
ら
投
票
に
参
加

す
る
よ
う
、
更
に
選
挙
啓
発
に

取
り
組
み
た
い
。

ＡＡ

ＱＱ▶
市
で
交
付
し
て
い
る
投
票
済
証

　

現
在
は
希
望
者
に
の
み
交
付
し

　

て
い
る

【緊急質問】
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学
校
の
一
部
土
地
及
び
建
物
等

を
訓
練
域
拡
大
の
経
緯
は
？

　

監
視
等
に
よ
る
情
報
の
収
集

及
び
伝
達
を
行
う
訓
練
の
た
め

旧
天
ケ
森
小
中
学
校
を
使
用
、

事
前
・
事
後
に
市
職
員
が
立
ち

合
い
調
査
し
、
問
題
な
い
と
判

断
し
た
。

　

当
該
演
習
で
不
具
合
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ

イ
の
訓
練
に
対
す
る
市
の
対
応

は
？

　

米
軍
三
沢
基
地
司
令
官
及
び

第
３
航
空
団
司
令
に
対
し
、
安

全
飛
行
、
整
備
点
検
、
早
朝
・

夜
間
・
市
街
地
上
空
で
の
訓
練

は
行
わ
な
い
こ
と
等
、
５
項
目

を
要
請
し
東
北
防
衛
局
に
も
申

し
入
れ
し
て
い
る
。

福
祉
問
題

　

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対
象

か
ら
外
れ
る
方
に
対
し
、
介
護

タ
ク
シ
ー
利
用
へ
の
補
助
金
を

支
給
す
べ
き
で
は
？

ＡＡ

基
地
問
題

　

日
米
共
同
統
合

演
習
「
キ
ー
ン
・

ソ
ー
ド
23
」
の
訓

練
内
容
と
旧
三
沢

市
立
天
ケ
森
小
中

　

当
市
の
実
状
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、調
査
・

研
究
し
た
い
。

　

お
む
つ
支
給
事
業
に
お
い

て
、
支
給
対
象
を
要
介
護
度
３

以
上
、
所
得
制
限
の
要
件
を
緩

和
す
べ
き
で
は
？

　

今
後
、
調
査
・
研
究
し
て
い

き
た
い
。

経
済
問
題

　

建
築
資
材
・
機
器
が
高
騰
し
、

建
築
事
業
者
や
建
主
が
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
に
お
い
て
支
給
限
度
額

を
10
万
円
に
引
き
下
げ
た
が
、

予
算
額
を
増
額
し
、
20
万
円
に

す
べ
き
で
は
？

　

市
内
建
築
事
業
者
や
利
用
者

か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
運
営

に
取
り
組
み
た
い
。

除
雪
問
題

　

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
宅
前

の
置
き
雪
を
除
去
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
べ
き
で
は
？

　

除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
維
持
管
理
費
用
を
含
め
調

査
・
研
究
を
進
め
、
置
き
雪
対

策
と
し
て
も
検
討
し
た
い
。

ＡＡ ＱＱ

ＡＡ ＱＱ

ＡＡ

ＱＱ

佐 々 木 卓 也 佐 々 木 卓 也 議 員議 員

少
子
化
問
題

　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
資
す

る
中
小
企
業
振
興
は
？

　

子
育
て
世
代
の
女
性
が
活
躍

し
や
す
い
柔
軟
な
働
き
方
推
進

の
た
め
、
中
小
企
業
向
け
の
勉

強
会
の
実
施
や
、
求
職
者
及
び

被
雇
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
各

企
業
へ
の
意
識
啓
発
活
動
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

国
の
少
子
化
対
策
の
動
向
や
、

住
民
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で

き
る
労
働
環
境
の
整
備
や
、
雇

用
の
維
持
・
創
出
、
人
材
育
成

に
取
り
組
み
た
い
。

　

出
生
率
の
向
上
に
向
け
た
子

育
て
支
援
は
？

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
妊
娠
か
ら
出

産
、
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

共
働
き
家
庭
の
多
様
化
す
る
就

労
形
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

ＡＡ

道
路
問
題

　

市
道
整
備
等
に
係
る
共
有
地

問
題
の
解
決
は
？

　

関
係
法
令
等
の
改
正
等
に
よ

り
土
地
の
利
活
用
に
関
す
る
新

制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
と
情
報
収
集
や

連
携
を
密
に
し
て
調
査
研
究
を

進
め
、
適
切
に
対
処
し
た
い
。

ＡＡ

ＡＡ

特
別
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
も
図
っ

て
い
る
。今
後
も
、

子
育
て
環
境
の
さ

ら
な
る
充
実
を
少

子
化
対
策
の
最
重

ＱＱ

ＱＱＱＱ ＡＡ ＡＡ

ＱＱ

三沢市で実施している主な特別保育事業
事業名 内　　　容

一時保育事業 家庭保育が困難となったお子さんを一時的
に預かり、保護者に代わって保育

休日保育事業 就労等で休日にお子さんを家庭保育できな
い場合に、保護者に代わって保育

病後児保育事業
保護者の子育てと就労の両立を支援するた
め、病気の回復期にあるお子さんを一時的
に保育

ＱＱ

要
課
題
と
位
置
付
け
、
子
育
て

世
帯
の
方
々
が
安
心
し
て
、
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
各
種
施
策
の
充
実
を
図
り

た
い
。

ＱＱ
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「
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
」

の
対
象
年
齢
を
拡
充
す
る
考
え

は
？

　

現
行
の
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で

医
療
費
無
償
化
を
拡
充
す
る
。

そ
の
内
容
は
、
入
院
・
通
院
を

問
わ
ず
、
所
得
制
限
も
設
け
な

い
、
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
型
で
行
い

た
い
。
ま
た
、
実
施
時
期
は
、

７
月
を
目
途
に
給
付
開
始
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ＡＡ

行
政
問
題

　

８
月
の
大
雨
に
よ
る
農
作
物

被
害
に
つ
い
て
、
当
市
に
お
け

る
被
害
状
況
と
今
後
の
対
応

は
？

　

Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ
の
調
査
に
よ

る
と
、
11
月
30
日
現
在
、
約
４

割
（
１
３
９
軒
）
の
農
家
で
何

ら
か
の
被
害
が
あ
っ
た
と
の
回

答
を
得
て
お
り
、
特
に
、
長
い

も
、
ご
ぼ
う
で
は
約
24
・
１
％

の
ほ
場
で
、
冠
水
等
に
よ
る
生

育
不
良
や
品
質
低
下
が
み
ら
れ

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
Ｊ

Ａ
お
い
ら
せ
か
ら
も
支
援
要
請

を
受
け
て
い
る
た
め
、
農
産
物

の
今
後
の
品
質
や
価
格
の
動

向
、
農
家
の
収
入
状
況
等
を
踏

ま
え
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

ま
た
、
近
年
は
農
業
災
害
が
複

雑
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
有
事
の
際
で
も
農
家
が
安

定
し
た
収
入
を
確
保
で
き
る
、

ＡＡ ＱＱ

ＱＱ

瀬 崎 雅 弘 瀬 崎 雅 弘 議 員議 員
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

現
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た

が
、
子
育
て
支
援
の
充
実
の
ほ

か
、
み
さ
わ
子
ど
も
し
あ
わ
せ

憲
章
の
制
定
や
三
沢
・
羽
田
線

４
便
化
へ
の
取
り
組
み
、
手
話

言
語
条
例
の
制
定
な
ど
子
育
て

支
援
、
教
育
環
境
の
充
実
、
共

生
社
会
の
浸
透
な
ど
そ
の
項
目

の
ほ
と
ん
ど
に
着
手
し
、
一
定

の
成
果
を
収
め
た
と
考
え
自
己

評
価
と
し
て
は
概
ね
70
点
か
ら

75
点
と
捉
え
て
い
る
。

ＡＡ

小
檜
山
市
長
の
政

治
姿
勢
問
題

　
「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト 

ネ
ク
ス
ト

２
０
２
３
」
の
自

己
評
価
は
？

　

三
沢
市
長
と
し
て
２
期
目
の

出
馬
は
？

　

市
長
就
任
以
来
、
子
育
て
支

援
、
教
育
環
境
の
充
実
、
産
業

振
興
、
基
地
政
策
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

や
厳
し
い
財
政
状
況
を
強
い
ら

れ
て
い
る
中
で
最
大
限
の
努
力

を
し
て
き
た
と
自
負
し
て
い

る
。
後
援
会
を
は
じ
め
市
民
の

方
々
か
ら
も
既
に
ご
要
請
を
受

け
て
お
り
、
三
沢
市
が
輝
け

る
未
来
へ
と
発
展
す
る
た
め
に

正
し
い
方
向
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
そ
し
て
私
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
た

結
果
、
議
員
各
位
と
市
民
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
次
の
４
年
間
を
再
度
市

長
と
し
て
全
力
を
傾
注
し
た
い

と
思
い
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ　

心
安
ら
ぐ　

国
際
文
化
都
市
」

実
現
の
た
め
に
、
来
年
の
三
沢

市
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と

を
決
意
し
た
。

ＡＡ ＱＱ

ＱＱ

◀▲未来を担う子どもたち
　　のために

▲ 2 期目出馬を表明
　する小檜山市長

「
収
入
保
険
制
度
」

へ
の
加
入
促
進
を

進
め
て
い
き
た

い
。

▲８月に大雨による被害を受けた市内の長
　いも畑。近年自然災害による被害が多く
　なっている

▼冠水等による影響を受けたご
ぼう。農家への迅速かつ適切な
対応が求められる
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健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
誰
一

人
取
り
残
さ
ず
後
押
し
で
き
る

よ
う
、
専
門
職
の
配
置
等
に
よ

る
組
織
体
制
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

結
婚
を
希
望
す
る
人
の
出
会

い
の
場
の
提
供
や
、
相
談
体
制

の
整
備
は
？

　

県
や
圏
域
市
町
村
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
結
婚
を
望
む
若

者
の
後
押
し
を
す
る
事
業
に
取

り
組
み
た
い
。

　

不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙
等

の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
？

　

令
和
３
年
４
月
よ
り
不
在
者

投
票
制
度
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
ぴ
っ
た
り

サ
ー
ビ
ス
」
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
当
市
に
お
い
て
も

選
挙
人
の
利
便
性
向
上
の
観
点

か
ら
導
入
に
向
け
て
検
討
し
、

投
票
率
の
向
上
に
努
め
た
い
。

ＡＡ 行
政
問
題

　
「
子
ど
も
家
庭

庁
」
の
設
置
に
伴

う
市
の
行
政
組
織

は
？

　

こ
ど
も
た
ち
の

　

個
別
避
難
計
画
の
策
定
推
進

は
？

　

避
難
に
際
し
て
支
援
や
配
慮

を
必
要
と
す
る
方
々
が
、
事
前

に
避
難
場
所
や
支
援
者
を
決
め

て
共
有
し
て
お
く
こ
と
は
、
円

滑
な
避
難
の
た
め
に
不
可
欠
で

あ
る
。
必
要
性
の
周
知
を
含
め

て
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

ＡＡ

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

ＱＱ

ＡＡ

遠 藤 泰 子 遠 藤 泰 子 議 員議 員

行
政
問
題

　

光
熱
費
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
な
い
施

設
の
今
後
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
？

　

１
７
９
施
設
の
う
ち
56
施
設

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
お
り
、
利

用
状
況
や
老
朽
度
を
踏
ま
え
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
転
換
を
検
討
す

る
。

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い

て
、
現
状
と
今
後
の
方
針
は
？

　

防
犯
灯
数
７
３
４
６
基
の
う

ち
９
６
５
基
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
あ
り

13
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
国
庫
補
助
等
も
視
野
に
入

れ
調
査
研
究
し
、
完
了
ま
で
５

～
６
年
程
度
か
か
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

節
電
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

が
積
極
的
に
進
め
る
と
い
う
意

思
表
示
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
市
の
取
り
組
み
は
？

　

市
庁
舎
で
は
、
就
業
時
間
前

や
昼
休
み
等
に
は
消
灯
し
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
も
控
え
て

い
る
。
今
後
更
な
る
節
電
に
向

け
た
啓
発
を
行
う
。
ま
た
家
庭

で
で
き
る
節
電
対
策
に
つ
い
て

も
周
知
方
法
な
ど
工
夫
し
啓
発

に
努
め
る
。

　

市
内
企
業
に
対
す
る
電
気
料

金
高
騰
支
援
策
と
し
て
、
企
業

版
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
行
う
考

え
は
？

　

効
果
は
期
待
で
き
る
が
国
の

補
助
事
業
等
と
の
調
整
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
更
な
る
調
査
・

検
討
に
努
め
る
。

　

省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促
進

事
業
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

が
増
え
て
き
た
が
、
当
市
の
対

策
は
？

　

12
月
に
物
価
高
騰
生
活
支
援

プ
レ
ミ
ア
ム
券
を
販
売
し
て
お

り
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替

え
に
も
対
応
可
能
で
あ
る
の

で
、
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

ＡＡ

ＡＡＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱＡＡ ＡＡＱＱ

ＱＱ
災害時要援護避難支援計画における

個別避難計画対象

① 65 歳以上の方だけで構成される世帯の方
②介護度 4 又は 65 歳以上の方
③身体障がい者手帳 1 級又は 2 級の方
④知的障がい者で療育手帳 A の方
⑤精神障がい者で精神障がい者保健福祉手帳
　1 級の方

▶
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ

　

た
防
犯
灯
。
今
後

　

も
工
事
を
進
め
て

　

い
く

ＡＡ
　

９
価
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
へ
の
対
応
は
？

　

国
か
ら
正
式
な
通
知
が
届
き

次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

み
さ
わ
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
周
知
し
、４
月
か
ら
は
順
次
、

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
を
通
じ

て
、
よ
り
詳
細
な
情
報
提
供
に

努
め
た
い
。
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移
住
・
定
住
促
進
対
策
特
別
委
員
会

◎
瀬　

崎　

雅　

弘　

○
佐
々
木　

卓　

也　
　

舩　

見　

昌　

功　
　

小
比
類
巻　

孝
幸　

田　

嶋　

孝　

安　
　

奥　

本　

菜
保
巳　
　

澤　

口　

正　

義　
　

堤　
　
　

喜
一
郎　

基 

地 

対 

策 

特 

別 

委 

員 

会

◎
小
比
類
巻　

雅
彦　

○
西　

村　

盛　

男　
　

久
保
田　

隆　

二　
　

遠　

藤　

泰　

子　

下　

山　

光　

義　
　

春　

日　

洋　

子　
　

馬　

場　

騎　

一　
　

森　
　
　

三　

郎　

る
た
め
難
し
い
」、
第
２
滑
走
路
の
早

期
着
工
に
つ
い
て
は
「
三
沢
飛
行
場
を

取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
後
、
市
と
協
議
を
進
め

る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
で
は
、
満
足
で
き
る
回

答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
岡
三

沢
地
区
の
騒
音
問
題
は
、
既
に
地
域
住

民
は
我
慢
の
限
界
に
達
し
て
お
り
、
騒

音
度
測
定
を
必
ず
来
年
度
か
ら
開
始
す

る
よ
う
、
強
く
我
々
の
意
思
を
伝
え
ま

し
た
。

　

当
該
地
区
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
最

終
的
に
騒
音
に
苦
し
む
全
世
帯
の
住
民

が
移
転
を
完
了
す
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継

続
的
に
、
粘
り
強
く
活
動
を
実
施
し
て

行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
25
日
に
開
催
し
た
本
委
員
会
で

は
、
空
き
家
対
策
の
現
状
及
び
今
後
の

方
針
と
市
の
魅
力
発
信
に
係
る
現
状
に

つ
い
て
、
調
査
・
審
議
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
対
策
の
現
状
及
び
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
３
月
策
定

の
三
沢
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
く

空
き
家
対
策
の
実
施
内
容
や
空
き
家
バ

ン
ク
導
入
の
検
討
を
含
め
た
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら

は
、
早
く
空
き
家
バ
ン
ク
を
開
設
す
べ

き
と
い
う
意
見
や
、
苦
情
や
相
談
に
対

す
る
助
言
・
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
、
空
き
家
の
所
有
者
を
訪

問
し
て
空
家
特
措
法
や
民
法
上
の
責
務

等
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
の
魅
力
発
信
に
係
る
現
状
に
つ
い

て
は
、
市
の
観
光
振
興
及
び
魅
力
発
信

事
業
の
内
容
や
、
市
内
観
光
施
設
や
イ

ベ
ン
ト
の
入
込
者
数
、
市
内
宿
泊
施
設

の
利
用
状
況
等
の
ほ
か
、
移
住
情
報
発

信
事
業
の
内
容
や
実
績
に
加
え
、
Ｚ
世

代
の
発
信
力
等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
方
法

の
検
討
や
多
様
な
階
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
今
後
展
開
し
た
い
と
の
説
明
が
あ

り
、
委
員
か
ら
は
、
Ｚ
世
代
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
市
内
高
校
の
学
生
な
ど
Ｚ
世
代

の
方
々
か
ら
三
沢
の
魅
力
を
聴
取
し
、

よ
り
効
果
的
な
発
信
の
し
か
た
を
模
索

す
る
こ
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
反
響
が
あ
っ

た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
教
訓
に
、
是
非
検
討
し

た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
や
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を

参
考
に
、
市
当
局
に
対
し
て
、
積
極
的

に
調
査
・
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎：委員長　○：副委員長

住宅防音工事に係る
工事費限度額の要望

　11 月 29 日、三沢建設業関連団
体協議会及び住宅防音工事施行委
員会の連名で、三沢市議会に対し

「住宅防音工事補助に係る工事費
限度額の見直しに関する国への要
望」についての陳情書が提出され
ました。
　この日は、花田協議会長と浦田
委員長が市議会を訪れ、「近年の
物価変動を考慮し、補助金額の限
度額を改定しなければ工事の質が
維持されない」と、市内建設業界
における厳しい現状を説明し、制
度の是正を要望しました。
　これを受け、市議会としては、
翌年度以降に実施する国への「基
地関連要望事項」の１項目に追加
し、制度の改善が図られるよう活
動していきたいと考えています。

▶
堀
議
長
に
陳
情
書
を
手

    

渡
す
花
田
会
長(

中
央)

　

と
浦
田
委
員
長(

左)

▼車いすインフルエンサーの中嶋涼子さん（中央）が
　小川原湖で「サップ」を体験したモニターツアー

　

本
委
員
会
で
は
、
要
望
活
動
の
効
果

が
、
よ
り
期
待
で
き
る
よ
う
、
項
目
を

  

１
．
岡
三
沢
５
、６
丁
目
地
区
の

　
　
　
　
　
　

  

早
期
移
転
に
つ
い
て

  

２
．
浜
三
沢
地
区
の

　
　
　
　
　
　

  

早
期
移
転
に
つ
い
て

  

３
．
三
沢
飛
行
場
第
２
滑
走
路
の

　
　
　
　
　
　

  

早
期
着
工
に
つ
い
て

の
３
項
目
に
絞
り
、
11
月
17
日
、
18
日

に
、
防
衛
省
等
に
対
し
要
望
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

要
望
項
目
に
対
し
国
か
ら
、
岡
三
沢

地
区
の
移
転
に
つ
い
て
は
「
騒
音
調
査

の
結
果
と
Ｆ
35
の
配
備
状
況
を
踏
ま
え

て
、
三
沢
市
や
周
辺
自
治
体
の
意
見
を

伺
い
、
適
切
に
対
応
す
る
」、
浜
三
沢

地
区
の
移
転
に
つ
い
て
は
「
現
行
の
制

度
上
で
は
２
種
区
域
外
に
位
置
し
て
い
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総 

務 

文 

教 

常 

任 

委 

員 

会

◎
佐
々
木　

卓　

也　

○
田　

嶋　

孝　

安　
　

下　

山　

光　

義　

澤　

口　

正　

義　
　

加　

澤　
　
　

明　
　

森　
　
　

三　

郎　

　

本
委
員
会
で
は
、
三
川
目
小
学
校
規

模
適
正
化
検
討
委
員
会
に
お
け
る
検
討

経
過
と
意
見
集
約
を
踏
ま
え
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
及
び
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
結
果
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
、
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

三
川
目
小
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委

員
会
に
お
け
る
検
討
経
過
と
意
見
集
約

を
踏
ま
え
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
９
月
に
「
三
沢
市
学

校
規
模
適
正
化
基
本
方
針
」を
策
定
し
、

令
和
４
年
５
月
か
ら
「
三
川
目
小
学
校

規
模
適
正
化
検
討
委
員
会
」
で
の
４
回

の
会
議
を
経
て
、
11
月
に
意
見
集
約
が

図
ら
れ
、
令
和
５
年
度
に
は
三
沢
小
学

校
と
の
統
合
に
向
け
た
「
三
川
目
小
学

校
統
合
検
討
委
員
会
」
を
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
統
合
時
期
の
早
期
決

定
や
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
統
合
時
期

に
つ
い
て
は
保
護
者
や
地
域
の
意
向
が

尊
重
さ
れ
る
よ
う
検
討
す
る
と
と
も

に
、
通
学
方
法
、
児
童
館
の
利
用
、
海

鳴
り
太
鼓
の
存
続
、
統
合
後
の
校
舎
や

跡
地
活
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

産 

業 

建 

設 

常 

任 

委 

員 

会

◎
小
比
類
巻　

孝
幸　

○
春　

日　

洋　

子　
　

久
保
田　

隆　

二　

瀬　

崎　

雅　

弘　
　

西　

村　

盛　

男　
　

堤　
　
　

喜
一
郎　

◎：委員長　○：副委員長

三川目小学校の児童数の推移
年　度 児童数 学級数 職員数

昭和 47 年度 １６７ 6 9
昭和 57 年度 １３３ 6 9
平成  4  年度 　９５ 6 9
平成 14 年度 １１４ 6 9
平成 24 年度 　５０ 6 9
令和  ４ 年度 　４１ 4 6
令和 ５ 年度 　４０ ４ 6
令和 ６ 年度 　３７ 3 5
令和 ７ 年度 　３２ 3 5
令和 ８ 年度 　２６ 3 5
令和 ９ 年度 　２１ 3 5
令和 10 年度 　１７ 3 5

　※令和 5 年度～令和 10 年度は推移予測値

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
、
当
市
の
児

童
生
徒
の
正
答
率
は
全
教
科
で
全
国
正

答
率
を
上
回
る
と
と
も
に
、
自
己
肯
定

感
や
将
来
に
対
す
る
目
標
意
識
が
高
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
今
後
は
、「
児

童
生
徒
の
可
能
性
を
広
げ
る
授
業
」
と

「
児
童
生
徒
の
夢
を
広
げ
る
生
徒
指
導
」

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
新
聞

に
触
れ
る
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、 

各
校
で
新
聞
を
活
用
し
た
授
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
、
本
委
員
会
で
は
、「
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ
の
運
営
状
況
」
及

び
「
三
沢
市
の
企
業
誘
致
」
に
つ
い
て

の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
は
、
今
期
決
算
で
、
収
入
合

計
が
約
１
億
４
９
０
０
万
円
、
前
年
決

算
と
比
較
す
る
と
、
１
１
７
％
、
約

２
１
６
０
万
円
の
増
と
な
り
、
若
干
の

回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
市

か
ら
の
借
入
金
に
つ
い
て
も
、
今
年
度

内
に
完
済
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
経
営
改
善
に
つ
い
て
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
判
断
し
ま
す
が
、
当
該
施

設
は
、
商
業
地
域
の
重
要
な
核
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
運
営
状
況

に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

三
沢
市
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
三
沢
市
の
誘
致
企
業
は
18
社
、

被
雇
用
者
は
１
６
８
２
人
、
そ
の
う
ち

三
沢
市
民
は
７
９
５
人
で
全
体
の
47
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
、

製
造
業
以
外
の
業
種
に
コ
ン
タ
ク
ト
を

と
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

以
前
の
よ
う
に
活
発
な
誘
致
活
動
が
行

え
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後

は
、
県
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
市

独
自
の
ル
ー
ト
を
作
り
、
戦
略
的
な
誘

致
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
調
査
を
実
施
し
た
案
件
は
、

当
市
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
市
に
お
い
て
は
、
時
代
の
流
れ
に

敏
感
に
反
応
し
、
現
状
の
課
題
把
握
、

分
析
、
戦
略
を
し
っ
か
り
と
策
定
し
、

当
該
地
域
の
経
済
向
上
の
た
め
に
邁
進

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

三沢市の誘致企業
誘致年 企 業 名
S41 ニッコーム
S44 TVS REGZA
S44 王子コンテナ―
S48 大和リース
S53 住友化学三沢工場

S61 プライフーズ
三沢加工食品工場

S63 プライフーズ細谷工場

H 8 スターゼンミートプロセッサー
青森工場三沢ポークセンター

H12 エネルギープロダクト
三沢技術センター

H20 三沢エンジニアリング
H20 北神エンジニア
H20 多摩川精機
H20 多摩川モバイル
H20 住友テクノサービス
H21 RBN

H24 プライフーズ
三沢みどりの郷工場

H29 司食品工業

H30 エネルギープロダクト
三沢工場
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委員会活動

タブレット操作研修会を
開催いたしました！

　1 月 17 日（火）、今年度より導入するタブレッ
トの操作方法等に係る議員研修会を開催いたし
ました。　
　タブレットを導入することで、紙資料が削減
されることにより経費削減が図られることはも
ちろん、オンラインによる視察や委員会等も可
能となることから、議会活動の幅がさらに広が
るものです。
　中にはタブレット操作に不安を抱える議員も
おりましたが、この日しっかりとタブレット端
末操作やシステム操作を学び、タブレットを用
いた会議開催のために準備を整えました。　　
　今後、本会議や委員会等においてはもちろん、
様々な場で活用し、活発な議員活動に役立てて
いきます。

　議会マメ知識

　　「討論」ってなに？

本会議の流れ

　
　議題となっている議案が採決される前に、議
員がそのことに対して賛成または反対の意見を
述べることを「討論」といいます。
　討論には、自分の意見を表明できることに加
え、意見の異なる相手に同調してもらうよう働
きかけることにもなります。

①議案の上程
▼

②議案の説明
▼

③委員会付託の有無（委員会審査）
▼

④議案への質疑
▼

⑤討論
▼

⑥採決（可決 / 否決）

◎：委員長　○：副委員長

民 

生 

常 

任 

委 

員 

会

◎
遠　

藤　

泰　

子　

○
小
比
類
巻　

雅
彦　
　

舩　

見　

昌　

功　

奥　

本　

菜
保
巳　
　

馬　

場　

騎　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
委
員
会
で
は
12
月
６
日
に
所
管
事

務
調
査
を
実
施
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

現
状
と
女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進
、

消
防
車
・
救
急
車
の
出
場
状
況
、
上

十
三
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
状
況

に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
青
森
県
内
と

上
十
三
保
健
所
管
内
の
感
染
者
数
の
推

移
、
三
沢
市
内
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の

初
回
接
種
や
追
加
接
種
、
小
児
接
種
等

と
い
っ
た
種
類
別
の
対
象
者
数
、
接
種

者
数
等
、
ま
た
、
令
和
４
年
１
月
か
ら

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
、
巡
回
バ
ス
の
利
用
状
況
等
に
つ
い

て
市
当
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

６
カ
月
か
ら
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
に
つ
い
て
現
在

の
と
こ
ろ
市
に
は
報
告
は
な
く
、ま
た
、

高
齢
者
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
施
設

で
嘱
託
医
と
提
携
し
て
お
り
、
希
望
者

に
は
全
て
接
種
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

消
防
当
局
か
ら
は
、
平
成
４
年
度
に

県
内
初
の
女
性
消
防
吏
員
を
採
用
し
、

近
年
で
は
三
沢
市
消
防
署
に
女
性
専
用

施
設
を
整
備
し
た
こ
と
や
、
令
和
２
年

度
、
３
年
度
、
４
年
度
の
消
防
車
・
救

急
車
の
出
場
件
数
、
上
十
三
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
緊
急
通
報
受
信
件

数
や
緊
急
通
報
か
ら
指
令
ま
で
の
時
間

を
短
縮
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

職
場
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
も
当
局
の
取
り
組
み
を
注
視
し

必
要
に
応
じ
て
調
査
や
提
言
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼▶消防署内に整備された女
性職員専用休憩室とシャワー
ルーム。今後も女性職員の採
用を増やしていく

▼３月定例会からは、全
　ての会議資料がデータ
　化されます
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10　月
27 日	 愛媛県今治市議会行政視察受入れ　
31 日	 議会運営委員会 / 令和４年第３回臨時会
　　   　佐賀県伊万里市議会行政視察受入れ

11　月
　7-　9 日　議会改革推進会議行政視察
10 日　兵庫県赤穂市議会行政視察受入れ
17-18 日　基地対策特別委員会要望行動
22 日　三沢市商工会役員との意見交換会
25 日　移住・定住促進対策特別委員会
29 日　議会運営委員会
30 日　総務文教常任委員会

12　月
  2 日　産業建設常任委員会
  5 日　令和４年第４回定例会 （開会）
  6 日　民生常任委員会
  8 日　令和４年第４回定例会 ( 一般質問 )
  9 日　令和４年第４回定例会 ( 一般質問 )
　　　　広報広聴委員会　　    
13 日　予算審査特別委員会
　　　　条例等審査特別委員会
16 日　議会運営委員会
　　　　令和４年第４回定例会（閉会）
21-23 日　議会運営委員会行政視察

1　月
11 日　三沢市議会における意見交換会
17 日　議会運営委員会
　　　　タブレット等操作研修会
24 日　広報広聴委員会

議 長 の 公 務市 議 会 の 動 き
10　月

25-27 日　全国民間空港所在都市議会協議会
　　　　　　第 102 回臨時会
27 日　三沢市功労者・文化功労賞等表彰式

11　月
  1 日　全国自治体病院経営都市議会協議会第 16 回
　　　  地域医療政策セミナー
  2 日　全国市議会議長会基地協議会第 104 回理事会
　　　　全国市議会議長会基地協議会基地関係国会議 
　　　　員との情報連絡会
  6 日　第 32 回三沢市消防のつどい
  7 日　青森県市議会議長会第２回定期総会
  9 日　全国市議会議長会第 229 回理事会・第 113
　　　  回評議員会合同会議
11 日　三沢市老人クラブ連合会第 29 回交通安全・
　　　  防犯大会
14 日　三沢基地従業員永年勤続表彰式
16 日　青森県市議会議長会・知事を囲む懇談会
18 日　三沢市立岡三沢小学校創立 100 周年記念式典
　　　 ミサワパンタシア点灯式
20 日　三沢市手話言語条例制定記念講演会
21 日　青森県後期高齢者医療広域連合議会定例会
22 日　第 35 回三沢市民福祉大会

12　月
11 日　元東北町長・斗賀壽一氏　弔問
12 日　市功労者・馬場義美氏　通夜
18 日　リチャード大佐夫妻主催ホリデーソーシャル

1　月
  5 日　三沢市新年互礼会
  8 日　三沢市成人式
11 日　三沢市商工会新年会
15 日　三沢市消防出初式
18 日　十和田市議会正副議長就任挨拶
　　　 青森市議会正副議長就任挨拶
　　　 三沢ライオンズクラブ新年互礼会
21 日　協同組合三沢建設業協会令和 5 年新年会
22 日　第 46 回三沢市民俗芸能公演会

日 月 火 水 木 金 土
2 / 1 9 20 21 22 23 24 25

議会開会の
招集告示

2 6 27 28 3/1 2 3 4

議会運営
委員会

5 6 7 8 9 10 11

議会開会
本会議

（一般質問）

1 2 13 14 15 16 17 18
特別委員会

（当初予算・
補正予算・条例等）

議会閉会

令和５年第１回定例会　

会　期　日　程

　市議会を
　　　傍聴しませんか？
　市議会の会議はどなたでも傍聴することが
できます。
　三沢市では毎年４回、３・６・９・１２月
に定例会が開かれます。
　ぜひお気軽にお越しください。

※ 会期日程は変更になることがあります
▶

議案熟考
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終
わ
り
に

　

三
沢
市
議
会
だ
よ
り
「
き
ず

な
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表
紙
に

は
、
三
沢
市
立
第
一
中
学
校
１

学
年
の
皆
さ
ん
の
職
場
体
験
の

様
子
を
掲
載
し
ま
し
た
。
平
成

28
年
６
月
に
「
18
歳
選
挙
権
」

が
施
行
さ
れ
、
若
い
世
代
の
政

治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
や
政
治
へ
の

参
加
意
識
を
育
み
、
社
会
を
生

き
抜
く
力
や
地
域
の
課
題
解
決

を
主
体
的
に
担
う
力
を
身
に
付

け
る
「
主
権
者
教
育
」
が
大
切

で
す
。
こ
の
よ
う
な
職
場
体
験

な
ど
を
通
し
政
治
に
興
味
を
持

ち
、
小
・
中
学
校
か
ら
段
階
的

に
「
主
権
者
教
育
」
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
職
場
体
験
・
見
学
、
随

時
募
集
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

舩 

見 

昌 

功

 

議 員 の 横 顔
子
供
た
ち
の
活
力
を
政
治
の
糧
に

加 

澤　

明  

議
員

My Profile
№ 5

精
力
善
用
の
精
神
を
政
治
で
も

澤 

口 

正 

義  

議
員

　

現
在
、
４
期
目
で
副
議
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
加
澤
で
す
。

　

初
当
選
し
た
時
に
一
番
上
の
孫
が
生
ま
れ
、
今
で
は
男
の

子
４
人
の
孫
に
囲
ま
れ
、
一
緒
に
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。

孫
た
ち
の
成
長
す
る
姿
を
目
の
前
で
見
な
が
ら
、
孫
か
で
（
孫

の
世
話
を
す
る
）
が
一
番
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
議
員
に
な
っ
た
時
、
常
に
市
民
目
線
で
「
市
民
と
共

に
歩
む
行
政
」
を
信
念
に
、
格
差
の
無
い
教
育
環
境
の
充
実
、

格
差
の
無
い
地
域
の
生
活
環
境
の
充
実
、
老
若
男
女
が
共
に

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
政
治

活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
著
し
く
変
化
す
る
時
代
の
中
、
そ
の
先
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
誰
ひ
と
り
時
代
の
変
化
に
取
り
残
さ
な
い
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
孫
の
成
長
を

活
力
と
し
、
愛
す
る
ふ

る
さ
と
三
沢
の
た
め
、

自
分
自
身
が
変
わ
る
事

な
く
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
小
さ
な
声
に
も
、

し
っ
か
り
と
耳
を
か
た

む
け
な
が
ら
有
言
実
行

の
政
治
活
動
を
し
て
参

り
ま
す
。

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
悪
夢
の
様
な
惨
状
を
目
の
当
た

り
に
し
、
何
か
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
政
治
の
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
、
早
12
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

複
雑
な
事
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
『
心
田
を
耕
す
』
を
忘

れ
ず
こ
れ
か
ら
も
市
勢
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、
亡
き
次
兄
の
背
中
を
追
い
中
学
一
年
か
ら
始
め
た

柔
道
歴
が
60
年
余
に
な
り
ま
す
。
幸
運
に
も
良
き
先
達
に
恵

ま
れ
、
人
と
し
て
大
切
な
礼
節
は
も
と
よ
り
、
仲
間
と
切
磋

琢
磨
す
る
中
で
多
く
の
事
を
学
び
育
て
ら
れ
、
今
の
私
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。
柔
道
に
出
逢
う
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
幸

せ
で
あ
り
ま
す
。

　

柔
道
の
目
的
は
〝
心
身
を
磨
き
高

め
、
そ
れ
に
よ
り
世
に
補
益
す
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
″
で
あ
り
ま

す
。
最
近
、
稽
古
の
機
会
が
め
っ
き

り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
孫
の
よ

う
な
子
供
達
が
目
を
輝
か
せ
、
歯
を

く
い
し
ば
り
、
時
に
は
泣
き
な
が
ら

一
生
懸
命
稽
古
に
励
む
姿
に
未
来
へ

の
希
望
と
責
任
を
感
じ
ま
す
。

　

政
治
と
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
が
許
す
限

り
精
進
し
ま
す
。
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